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懐徳堂展について
平成22年(2010)、大阪大学は大阪歴史博物館・(財)懐徳堂記念会との共催
で「懐徳堂展」を開催しました。
これは、懐徳堂記念会が創立100周年を迎えたのを記念して企画された展示会，… 刊
で、2ヶ月におよぶ懐徳堂貴重資料の展示は初めての試みとなりました。 ， .1tlS F qddlJE .M 
大阪歴史博物館外観
0懐徳、堂展
懐徳堂研究センターでは、展示資料の選定、点検、 亡二士三主任ご:
搬出の準備、大阪歴史博物館での展示作業、期間中
の一部資料の入れ替え、撤収作業などに全面的に協υ
力し、無事、展示会を終えることができました。
懐徳堂展を含む常設展の入場者数は、38，425人
(一日あたり801人) 0このうちの何割かの方は懐徳堂
展にお越しいただいたものと思われます。
ご観覧いただきました方、展示作業にご協力いただi
きました多くの方々に厚く御礼申し上げます。
期間/2010年10月27日-12月20日
会場/大阪歴史博物館8階特集展示室
0懐徳堂展開係の新聞報道
平成22年11月30日(火)読売新聞朝刊「懐徳堂精神、再びj
平成22年12月2日(木)毎日新聞朝刊「懐徳堂を振り返るJ I医書や天体模型など」
平成22年12月3日(金)産経新聞朝刊「大阪町人の学問・道徳精神J I天体模型など50点」
平成22年12月7日(火)読売新聞夕刊「大阪に息づく『知』の精神J I懐徳堂再興100年
資料展や講座開催」

1. 懐徳堂に関わる調査・研究、資料の収集・作成(デジタルコンテンツを含む)
2. r懐徳堂研究.1 (年1固定期)、パンフレッ卜、ニュースごレター(不定期)等の広報媒体の編集・刊行
3.懐徳堂研究の総合サイ卜iWEB懐徳堂(http://kaitokudo.jp/)Jの管理運営
4. 学内外における懐徳堂資料の展示、講演会などの開催
5. 懐徳堂記念会の事業に関わる資料調査等の協力
6. 本学附属図書館および、総合学術博物館の業務に関わる懐徳堂関係資料の調査等の協力
本センターにお問い合わせ下さい。専任職員は配置されていませんが非常勤職員がいますので、まず
はお電話(06-6850・5088)などでお問い合わせ下さい。その内容に応じて、適切な教員・機関をご紹
介します。
懐徳堂に関する貴重資料は、一部を除き、大阪大学附属図書館に配置・集中管理されています。閲
覧等の手続きについては、附属図書館利用支援課(干560-0043大阪府豊中市待兼山町1番4号、
06-6850-5069 (FAX) )へお問い合わせ下さい。
• ...1τ\ 懐徳堂記念会の春秋講座・古典講座は、財団法人懐徳堂記念会が主催してし1ます。問い合わせ­
yfr にY 参加のお申し込みは、懐徳堂記念会(http://www. let.o叫叶u.ac.jp/kaitokudo/)へお願いします。
21世紀懐徳堂は、大阪大学が提供する社会貢献活動、「社学連携」事業を推進する組織です。
懐徳堂に特化した事業(教員研究活動)を行っているわけではなく、HP (http://21c-kaitokudo. 
osaka-u.ac.jp/)で、大阪大学全体および各部局の社会活動を広報してし喧す。
※その他、詳細は懐徳堂研究センタ-HPをこa覧下さL 、。
⑨懐徳堂研究センター
http://www.let.osaka-u.ac.jp/kaitoku-c/ 
干560-8532大阪府豊中市待兼山町1-5大阪大学大学院文学研究科内
06-6850-5088 (直通) 2011.2 
